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　日本海側での航路開設は、反対の声もある中で、市民の皆さんや地
元企業、市の後押しがなければ実現することはできませんでした。
　あれから50年。今でも舞鶴市の皆さんへの感謝の気持ちを忘れる
ことはありません。
　ただ単に人とモノを運ぶのではなく、船旅の魅力を伝えるために、
新型コロナウイルス感染症対策はもちろん、船内環境の充実や振動の
少ない安定した運航で新鮮な物を早く届ける工夫の模索など、これ
からも弊社のモットーである「チャレンジ精神」で、時代のニーズに合っ
たサービスを提供し続け、地域航路の活性化に貢献していきたいと思っ
ています。

　
舞
鶴
市
民
を
対
象
に
、期
間
中

の
全
航
路
・
全
客
室
の
大
人
・
小

人
旅
客
運
賃
と
乗
用
車
・
二
輪
自

動
車
運
賃（
運
転
手
が
対
象
者
で
あ

る
場
合
）が
半
額
に
な
り
ま
す
。

【
期
間
】９
月
１
日
㈫
～
17
日
㈭
、９

月
23
日
㈬
～
10
月
31
日
㈯

【
予
約
方
法
】新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー

㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
電
話
で
。

【
そ
の
他
】乗
船
券
を
発
券
す
る
際

に
は
、対
象
地
域
に
在
住
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的
書
類

（
運
転
免
許
証・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）の
提
示
が
必
要

▼
詳
し
く
は
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日
本
海
フ
ェ
リ
ー

㈱
舞
鶴
支
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０
０
０
）へ
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支店長
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1970年８月　舞鶴・敦賀～小樽間に「すずらん丸」
が就航。市長をはじめ約2,000人の市民が出迎え、涙
を浮かべて喜ぶ人もいたという。

前島ふ頭竣工。
フェリーターミナルが完成し事務所も移転

1987年10月

前島ふ頭建設の様子

1970（昭和50）年代

前島フェリーターミナル → AfterBefore
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年年
５０
　
海
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
舞
鶴
市
。

　
こ
の
ま
ち
で
、
海
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
事
業
所
の
ひ
と
つ

で
あ
る
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
は
、
１
９
７
０

年
８
月
に
第
一
船
「
す
ず
ら
ん
丸
」
が
就
航

し
、
今
年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。

　
日
本
海
特
有
の
冬
の
悪
天
候
な
ど
課
題
も

多
く
、
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た
日

本
海
側
初
の
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
の
航
路
開
拓

は
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
の
熱
意
と
舞
鶴
市

の
後
押
し
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
し
た
。
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